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はじめに 
 本書は Rana Mitter 氏の A bitter revolution : China's struggle with the modern world（Oxford 
University Press, 2005）の翻訳である。ミッター氏はすでに The Manchurian myth : nationalism, 
resistance and collaboration in modern China（University of California Press, 2000）などでも知
られた気鋭の研究者で1、最新作 Forgotten ally : China's World War II, 1937-1945（Mariner Books, 
2014）も着目される。訳者の吉澤誠一郎氏は、『歴史からみる中国』（放送大学教育振興会、2013 年）
や「清末中国における男性性の構築と日本」（『中国：社会と文化』29 号、2014 年）などで学界に
新たな観点を提示し続けている。1989 年の中国の民主化運動とその弾圧を 20 歳前後で経験した著
者と訳者の同世代の二人は、本書の公刊で学界に裨益した。 
 本書の書評としては、藤岡邦子氏（『広島東洋史学報』第 18 号、2013 年）、大沼正博氏（『中国研
究月報』第 67 巻第７号、2013 年）、そして広島大総合科学部で評者が担当する「東アジア地域史演
習」参加者（『アジア社会文化研究』第 16 号、2015 年）によるものが公刊されている。その他にも
訳者による「五四運動から読み解く現代中国：ラナ・ミッタ 『ー五四運動の残響』を手がかりに」（『思
想』第 1061 号、2012 年）もある。したがって拙稿では、評者の関心に基づき、本書から何を学び
今後の研究でどのように深めてゆくのか、という点に限定して論を進めたい。 
 















































































































（360 頁, 本体 7,000 円+税） 
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3 代田智明『現代中国とモダニティ：蝙蝠のポレミーク』（三重大学出版会、2011 年）、11 頁。 
4 石井知章「太平楽論の体たらく：代田氏に反論する」（『中国研究月報』第 65 巻第 7 号、2011 年）、
代田智明「蛸壺のなかのまどろみ」（同前第 66 巻第 5 号、2012 年）、同「もうひとつの近代化と文






7 竹内好個人訳『魯迅文集』第 4 巻（筑摩書房、1983 年）332-333 頁。 
8 この点については、伊藤富雄「ホルヴァートの小説『神なき青春』：反ファシズムと信仰のテーマ
を巡って」（『立命館言語文化研究』第４巻第６号、1993 年）を参照されたい。 
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